
r石井のおとうさんありがとう」の

映画を上映する実行委員会

代表   森山百合子

「石井のおとうさんありがとうJ上 映について

主  旨

私はこの映画を見て石井十次の生涯のドラマに触れ、深く感動を覚えました。

この映画は、明治時代に今日の児童福祉の考え方や教育の基盤を築かれ、実践され大きな功績を残

した 「石井十次」の一生を映画化したものです。

この映画は山田火砂子さんが監督をされ、ご自身も重庫の知的障害をもつたお子様がおられます。

今 この映画は昨年夏から、全国で上映されています。この機会に本市の多くの方々にぜひ鑑賞し

て頂きたく思います。福祉とは、教育とは人間の生き方、心の孤児とは、家庭とは規子とは、等さ

まざまなことを考えさせられる映画で丸 この感動を川西市のみなさんにも伝えたいとの想いから

このたび知人のな援をいただきまして、明年の平成 18年 2月 25日 (土】こ上映出来る運びとな

りました。私自身、組織力もなにもありませんが共感 して下さる皆様の理解 と協力を得ながら

実行委員会を作りました。会場は川西市文化会館 大ホールにて午前 10時 ・2時 ・6時 の一日

二回上映いたします。

どうか福社に携わる方はもちろん、子供さんやお孫さんをお持ちの方など一人でも多くの人

たちのご来場をこころよりお願い申し上げま丸

(内容〕 明治の中期 石井十次は、児童福祉、教育事業への道を歩み始めます。

明治 24年 の被災児の救済、明治 39年 の冷害による被災児教育 1200名 「岡山孤児兜

を設立し幼稚園、学校もつくリー貫した養育 ・教育を行いました。宮崎茶自原で自然教育

をやろうと決意し、岡山から宮崎への大移動が始まつた。大正 13年 48歳 の若さで志半

ばで倒れました。孤児の父として、また当時福祉の言葉もない時代に、ロマンあふれる理

想的農村共同体の実現を目指していました。この味画の石井は、心の広い 自分を犠牲に

してまで他人に尽くす、正直な生き方を見せています.児 童福祉の父とよばれ波乱万丈の

短き人生に多くの教訓があります。
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